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要 　旨
　跡見学園の白子の校地について、昨年度完結をみた学園の第一次資料『跡見花蹊日記』からの検討を試み
る。白子の校地が学祖跡見花蹊に寄贈された時の記述は、大正十三年の日記本文に見出すことができる。さらに、日記をたどると、白子は学祖跡見花蹊の晩年に唐突に出てくるのではなく、それ以前に花蹊とその一行がこの白子の地に赴いていることも知られるのである。
　跡見学園女子大学文学部紀要 　第四十二号 　（二〇〇九年三月十五日）
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はじめに
　跡見学園の校地は、跡見学校開校当時の中猿楽町から、明治二十一年
に開校式をおこなった小石川区柳町の地へ、昭和八年には大塚へと移るが、これらの学舎を建設した校地のほかに、現在の東上線成増駅と和光市駅の間 位置する和光市白子の地に、かつて白子農園と呼ばれた校地があった。白子農園は、学制頒布五十年を記念し 大正十一年（一九二二）十月三十日 学祖跡見花蹊が表彰された栄誉に対して土地購入事業が計画され、大正十三年に花蹊に寄贈され 土 である。 の校地は、その後、跡見女学校の農園として使用され、戦後は東京オリンピック開催のための道路建設にともない供出されて、その代替 として新座キャンパス 地を取得し、昭和四〇年に女子大 が開学 という経緯を持つ。
　したがって、現在では学園の施設もない場所ながら、この白子の地は
跡見学園の歴史を知るうえでは見逃せない。これまでの学園の刊行物でも、 『跡見女学校五十年史』を じめ、折々の学園史 白 農園について繰り返し言及され、一三〇年記念企画である『跡見 園
―
一三〇年の伝
統と創造』では新座校地の由来を述べるなかで白子の地 取得と供出についてふれており
（１
（、同窓会誌『汲泉』にも、たびたび白子に関わる記事
が掲載されている。跡見学園女子大学のホームページ掲載「学長室からの花だより」には白子の歴史と校地について詳 されている
（２
（。
　折しも、同じく一三〇年記念企画である『跡見花蹊日記』全五巻の刊
行が岩田秀行教授のご尽力によって完結をみたことにより、学祖の記述に即した精緻な跡見の歴史の検証が可能となった
（３
（。白子の校地について
も、学祖の直接の記述の側から、いま一度検討を試 る必要がある。前掲『一三〇年 伝統と創造』 編纂に際し、女子大学の編集委員をつとめられた泉雅博教授、神野藤昭夫教授が現地の踏査をされた際に補助業務に携わっ 論者も同 させていただき、そ 後、 『跡見花蹊日記』の補助業 で日記本文を精読する機会に恵まれて 学祖の最晩年の日記に、幸運にも白子校地を得た時の記述 あることに興味を抱 た。これまで本紀要に掲載していただい 拙稿では 明治から大正に至る跡見のカリキュラムや教員、教科書などの教学 関する事柄を中心に考察し、近代女子教育のあゆみのなか の意義を明らかにすることをめざし いるが、日記本文を読む側から現時点で気づいた事実を小稿 ま め おくことも また有効で ると考える。
　本稿は、先覚の成果に学び、第一次資料である『跡見花蹊日記』の記
述にもとづいて白子校地に関す 事実をたどり直し、跡見 園 歴史より明らかにする一助を得ることを目的とす もの ある。
一、花蹊の記念と白子の地
　では、白子校地の入手当時の様子はどうであったのか。第一次資料に
即して事実を確認してみなければならない。まず、公刊された『跡見花蹊日記』 から学祖の手になる当時の記述をたどり直すことから始めたい。表彰された大正十一年十月三十日の記述には、記念祝典のことのみが記
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されている。大正十一年
　十月三十日 　辛未 　月曜 　晴。 予記 　
学制頒布五十年記念祝典、摂政宮殿下御臨場、帝国大学校内に於て。午前十時迄に参る事。
朝の勤行済。予、九時より自動車にて大学校正門より入りて楼上に集る。十時三十分、摂政宮行啓成る。此楼上にて拝謁仰付られる。夫より式場に参集する。正面に摂政宮、側 閑院宮、九爾
（邇
（宮、別側、
文部大臣鎌田氏、 うしろに総理大臣加藤氏をはしめ清輔氏外大臣方。君か代唱歌、摂政宮勅語御朗読 御声の麗しき 大な（る）玉の如し。この御声に感涙せさるものなし 次に文部大臣 総理大臣、清輔氏、順
に祝詞ありて、天皇陛下摂政宮万歳三唱して式全畢。食
堂開け、御折詰三重
ニの（飲物
（
みもの二瓶。畢
而元の楼上にて摂政宮より、
陛下より御下賜なる銀製御紋章入の御杯、文部省より銀 コツプ金のメタル、
彰（表彰
（
表、東京市ヨリ
彰（表彰
（
表
ヲ、学制頒布五十年史一本を文
部省より賜はる。
　ここには五十年記念式典の次第が記され、続いて自身の表彰が末尾に
簡略にふれられている。これが表彰に関する花蹊自身の記述である。このあと、十一月十七日の記述に上野精養軒にて催された教育五十年祝賀会に招待されて出席したことがあるが、 を祝って白子の地を寄贈するという話は、日記にみ ず、白子の地に関する日記本文の記述は、
大正十三年の入手時にまでくだることになる。大正十三年一月の該当する記述を、次にあげてみる。大正十三年
　（一月十二日〜十六日、記載ナシ）　一月十七日 　乙未 　木曜 　曇。寒し。
朝、小林鐘吉氏来りて、今日白子行之処、昨日愈登記出来して今日より縄張いたし道も付き候
ニ
付、日延を願ひ度と云ふ。白子郡長は
しめ大喜ひにて、地処
ニ
植物、杉、桐、桜等もすへて寄附いたし度
と申事にて、大〳〵人気
ニ
而是も如来様御引廻しと、只
感涙にむせ
ひ候。竹内氏、角田栄子も来りて大ゐに咄し候。
　「昨日愈登記出来して」とあり、前日に登記をしたことが知られる。こ
れは、学園所蔵資料からも確認でき、一月十六日の日付で、財団法人跡見女学校宛の土地の契約に関する各種の書類が残されている。 白子についての記述は、以後もさらに続く。
　一月二十日 　戊戌 　日曜 　晴。
朝、帝国ポ
（ホ
（テル滞在のルーズ未亡人に五年生の画を送る。井上八重
子使承る。朝十時、自動車にて田中格太郎氏、小林鐘吉氏、迎ひに来りて、予 李子、大木氏、白子村に始めて行。道筋は巣鴨より板
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は（橋
（し、賑
しきよき道筋也。一筋道にして此間廿五分間也。白子村
の尾張やに着、田中格太郎氏兄弟、其外村長、大せいの歓迎にて、寄附 樹木の目録に、先二木の松をはしめ杉苗千本と云、或ハ梅、桜、楓、桐なと 沢山 て、何たる嬉しき事なる哉。こゝに昼餐をすまして買得 新地
ニ行。こゝに憩足
（息
（所を設けて、茶菓子なとにて、
東ハあ
（荒
（ら川、西は不二山、南ハ東京、北ハ秩父連山、白嶺、日光見
る。四方の眺望佳良なり。それより新座郡新倉 妙典寺参詣して、日蓮聖人の遺跡御開帳をも、和尚 読経もありて、それより帰る。時、午下五時頃也。
　当時の柳町校舎から、花蹊一行は自動車で白子に行き、そのルートは
巣鴨から板橋を経ており、中山道沿いと思われる一筋の道をたどっている。到着してから「尾張や」で昼食をとり、校地に行き、茶菓で休憩をしながら、東に荒川、西に富士山 南は東京、北は秩父連山 白峯、日光という眺めを堪能し、妙典寺へまわり花蹊が晩年信仰していた日蓮上人ゆかりの地に参ったことが知られる。妙典寺 、現在の和光市新倉にある寺である。また、この六日後にも、一行は白子に赴いている。
　一月廿六日 　甲辰 　土曜 　晴。
日の光うらゝかに東宮殿下ご成婚。……略…… 　予 李子と白子に行。村民たち迎に来りて川越や
（屋
（ニ着。夫より買収地
ニ行。女夫松をを
（衍
（
植る、立机
（派
（に。御成婚記念、新見の松、大正十三年一月廿六日、跡
見女学校、李子揮毫ス。向ふハ古美山、此地ハ新倉といふ。それにて新美の松と名（付）く。四千坪なる麦、人参の畑にて、植松の式あり。村民多勢いにて此
義（儀
（済、夫より柳下氏夫婦より帰宅
ニ
立寄て
くれとて、自動車をして同氏に行、 時帰。帰途、白子
ニ寄て帰。格
太郎氏送りくれられたり。
　この日、東宮（昭和天皇）の成婚記念としてここに松を植樹して、李
子が揮毫し、新倉の地にちなんで新美の松と名付けたとある。この時に花蹊が詠んだ歌が歌集に残されている。それらをあげてみると、次のとおりである
（４
（。
　
 学制頒布五十年記念に際して賞状を贈られし時生徒の父兄方また交友有志より白子の里なる新美に遊園地を贈られければ
生ひ初むる白子の里のをしへ草やまとにしきの花よさかなむけふこゝに萌え出でそめて教草花さく庭に来ても遊ばむ
　　　　同じところに記念の松を植ゑける日
けふ植ゑし新美の松よ日の御子のちよにならひて千代もさかえむ植ゑそめし新美の待つのいちじろくさかえゆくべく雪のかゝれるしら雪の光もそひて学びや 栄えをしめすふた本の松皆人の清き心もあらはれて新美 松 かゝるしら雪三熊野の神のこゝろにかなふらむ新美の待つのけ しら雪
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　「白子の里のをしへ草」 「教草」に、この地を贈られた教育者花蹊の喜
びが表されている。また、 「新美の松」が、一月二十六日に記される皇太子（昭和天皇）の成婚記念に植え、 倉 地名にちなんで「新美」と名付けた松である。こ ときの歌は ほかにもある。
　　　　甲子一月廿六日御成婚記念に松を植ゑて
いのるかないもせの松をけふ植ゑてわが日のみ子の千代にならへといもとせの二木の松の行くすゑをおもふも嬉しちよのはつ春
　甲子は大正十三年を表す。白子の地に植えた松は、長き世を祈る意を
こめる和歌のことばの伝統にのっとっており、花蹊 詠歌はいずれもそれにちなんでいる。
　日記本文で、白 の地の詳細が記されるのは、二月に入ってからであ
る。
　二月三日 　壬子 　日曜 　晴。
終日、揮毫す。朝十時より、わか学制五十年教育の記念に花園をと御尽力下されたる御陰にて、 漸北安
（足立
（
達郡なる新倉の地を得たるに付、
委員一木氏をはしめ御来構
（校
（にて、
　　
 場所、埼玉県北足立郡白子村、面積三千九百三十二坪、買収寄附合成、領収致し候
ニ付、御承知を願ひ（度）御通知申上候也。
　「埼玉県北足立郡白子村、面積三千九百三十二坪」とあり、これは学園
所蔵の契約書類の記載と一致する。学制五十年に功労者として表彰されたことを祝って贈られたこ が、ここに至って記される。花蹊は「花園をと御尽力下されたる御陰にて」と記しており、寄贈 た白子の地が校地ではなく花蹊 ためであっ 推察される。一月後半から一行は白子に びたび赴い おり、二月 三月にはもう一カ所ずつ記述がある。
　二月十二日 　辛酉 　火曜 　雨
……略……白子村地所寄附者
へ
絹本横物、彩色にて若松に哥を添て
主事大束氏をはしめ六名の方
へ此画を贈る。大束氏請持
ツ。
　三月二十七日 　乙巳 　木曜 　晴。予記 　
 午後一時より牛込常楽寺にて地明会。
朝、さゝ木氏を問ふて帰。光明皇后、大正十五年にて一千五百五十年に相当すると云。新地なる新美
（倉
（の地所に光明皇后の石像を安置す
る事、今より其準備にいそしみす
　二月には主事の大束重善をはじめとする六名が白子に赴き、寄付者へ
絵を贈り、三月には、今度はここに光明皇后の石像を安置させ 準備をしている。光明皇后は聖武天皇の后であり、古筆手鑑では大聖武・光明とならんで始まることも多い。
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跡見学園女子大学文学部紀要　第 42 号　2009 　花蹊は、大正十五年一月十日に亡くなっており、日記は大正十四年二
十四日まで、実際の記述は二十三日までであるから、白子の入手は最晩年のことであり このあとの日記に白子の地が記されることはない。しかし、この時点で、眺め よいこの地を気に入って 念の松の植樹をおこない光明皇后の石像の安置をしていたことを、日記から確認することができるのである。
二、白子校地の用途
　日記には記されていない花蹊表彰の詳細を 『跡見女学校五十年史』か
ら補ってみる
（５
（。その記述によると、大正十一年十月三十日に東京帝国大
学でおこなわれた記念式 、学制頒布以来教育事業に従事 た者百三余名を表彰し、花蹊もその一人として、前掲日記本文にあった うに摂政宮（昭和天皇）恩賜の銀杯、文部大臣 ら金牌と銀製カップ及び表彰状を受けている。 『跡見女学校五十年史』は次のように表彰状の内容を掲載する。
　この表彰に次いで、東京史教育委員会でも花蹊と跡見女学校の主事大
束重善が表彰を受けたことを記し、さらに『五十年史』は次のように述べる。
　花蹊先生の此の名誉を記念する為に、一木喜徳郎、井上角五郎、
石渡敏一、河井彌八の四君が首唱し、更に在校生父兄の有志者多数が発起者となつて、次のやうな事業を計画せられた。
　　それは、
交通便利の郊外地千坪内外を購入して遊園地を設置し、花園野菜畑其の他行楽趣味に適したる設備を為 以て花蹊先生表彰記念として校友生徒と共に娯楽せらるゝの用に供するものとす。
　ここに、大正十三年前後の日記本文には記されていない、白子の地の
当初の利用計画を知ることができる。花蹊の慶事を祝い、父兄の有志が発起人となり寄付を募った事業計画としてあげられている文章には、この地の利用目的が明らかにされている。 「花園野菜畑其の他行楽趣味に適したる設備を為し」 「校友生徒と共に娯楽せらるゝの用に供す もの」 とあり、晩年の住まいではなく、花や野菜を育て楽しむ行楽の地として、当初から寄付を呼びかけていたと推察され 。これは、近郊 「遊園地」の設置計画である。 ちの『汲泉』第十三号の飯野保「白子農園について」には「花蹊先生の慰安所 求めてさしあげることに衆議一決 」とあるが
（６
（、日記と補助資料としての『五十年史』を合わせてみれば、白
子は隠棲の地で なく、 「遊園地」としての積極的な利用である。
　当初の利用目的について、前述の『一三〇年の伝統と創造』では、 「そ
跡見女學校教員

勲六等
　跡 　見 　花 　蹊 　
多年教育ノ事ニ当リ其ノ功労尠カラズ学制頒布五十年記念祝典ニ際シ茲ニ之ヲ表彰ス
大正十一年十月三十日

文部大臣正四位勲二等
　鎌 　田 　栄 　吉
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の地は将来、校舎・寄宿舎を建てる予定であるが、しばらくは運動場として活用するつもりであること 、財団法人代表理事である跡見李子の名義で当時の白子村長あての書類を提出している。 」としており、これによれば白子に学舎を建てる予定があったことになるが、現在その書類は確認できなかった。また、その後の資料と思われる『跡見女学校概況一覧』には、 「将来の計画」として次のように記す
（７
（。
埼玉県北足立郡白子村に約四千坪の附属地白子園あり、園芸実習及運動場等に充つる計画にて、漸次其の施設に着手する予定なり。
　これがいつ発行されたものであるのか、奥付がないため正確な年月日
は不明だが、この『跡見女学校概況一覧』に 「学校教育 内容に関する概要」の経費の項に「昭和八年度予算総額」が記され、 「沿革略」のさいごに「昭和七年一月」として「校舎新築に着手し、八年三月運動場其他外部の付帯工事に属するも を除き、大体の工事竣成す。 」と ることから、これは文京キャンパス ある小石川区 塚町 移転する直前の昭和七年の発行で ないかと推定される。この時点 、白子校地は園芸実習と運動場 用地として予定されてい 。花蹊 記述に「花園」とあった寄贈された土地は、大塚校地への学校移転が現実 ものとなる昭和初期には、校舎ではなく園芸実習や運動 校地として生かす方向 そ 利用が計画されていたと考えられる。
　白子校地については、のちの『汲泉』 （昭和四十八年十月）掲載の飯野
保の「不言亭について」でも、白子の についてふれており
（８
（、花蹊が寄
贈された土地を「生徒教職員共々に楽しむ遊園地 と」学 に寄附した
ことを記し、ここでも「遊園地」と表している。現代語の遊園地の語感からすると違和感があるが、学 所蔵資料の中に残されている契約に関する書類の上書きにも、 「白子村遊園地購入」の文字を確認す ことができ、白子の地が、教学のためというより福利厚生に役立つ校地として考えられていたこと うかがえる。
　白子校地の範囲については、前述のホームページ「学長室からの花便
り」 に学内資料にもとづいた具体的な位置と当時の情報が示されており、前述『一三〇年の伝統と創造』にもほぼ同様の入手の経緯が記されている（９
（。範囲の確定は東京オリンピックのための道路建設用地として供出し
た時の資料にもとづいてなされており、それらによれば、校地であったのは現在 和光市白子二丁目にある熊野神社 方の一部から近隣マンションの建つ場所を含み、笹目通りをはさんで和光市丸山台三丁目に及ぶ台地である。白子は川越街道の宿場町であり、 『新編武蔵風土記稿』には、白子宿について次 よう 記す
（（0
（
。
白子宿 　村内河越街道入口の宿なり、此宿は天正の末より置しと見ゆ、郡内橋戸 の民庄忠右衛門が所持せる天正十九年 文書に、新宿を見立て、毎月六次の楽市をなすべきと云ことあるは、此処なり、近き頃御代官所より糺しありし時、此文書を証とし、古来より 市なること分明になりしかば、 今も毎月五十の日を以市をなせりと云、
　白子は天正の末から置かれた宿で、毎月六回の市がたったという。し
かし、東上線の開通により、白子の宿として 機能は終わる。 和光市史』には 次のように記す
（（
（
。
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川越街道を旅行者が行き来したのは、明治末・大正初年までであった。大正三年に東上線 開通したことにより旅行者のための街道という機能はほぼ完全に停止した。それに従って白子宿も宿としての存在を弱めることになったことは言うまでもない。東上線の開通にあたって白子に駅 設けられなかった。何もなかった台地 の成増に駅ができ、人々の集まる場所も次第に駅の周辺に移 ていった。白子宿はそれにつれてさびれていったといえる
　東上線の開通は宿場町の衰退を促す。跡見女学校が白子校地を取得し
たのは、宿場町としての白子が盛りの時を終え、静かな地へと変容する時期にあたる。白子の地は「遊園地」として計画され、実際には白子農園として芋掘りなどに使用された。それは取得当時の白子という の事情と見合っ いよう。
三、跡見花蹊と白子の地
　大正十三年に購入・寄贈された白子校地は、閑静で眺望のよい一角で
あると花蹊みずから記しているが、そもそもどう 白子という地が選ばれたのか、という疑問が残る。土地選定の経緯は前掲の日記本文では言及さ ておらず、現在のところ明らか されている学園所蔵資料からも、その詳細を確認することはできない
　選定の根拠は確認できないのだが、 『跡見花蹊日記』を読むかぎり、白
子は大正十三年に唐突に出てく わけではない。日記本文をた りみると、はるかにさかのぼる明治期に 花蹊自身がすでに白子の地につ て
記している部分を見出すことができる。
　明治十九年　（九月）十三日
 丙子 　月曜 　晴。熱甚。
朝五時夢破。細雨如煙。巳而晴。十時、同 　家厳、花海、茗橋、雲外、泰児、市蔵等、赴白子駅。駅、距石神井村一里余、川越街道也。十一時 達一旅亭、日亀屋、其園池、多畜鮭及鱒。有瀑布一条、水極清冷、如氷。喫午飯 又乗車 東北行十五町、到吹上観音堂。眺望絶佳。墨蛇白帆悉在目下。 廻 帰豊田氏。此地、檜樹鬱蒼成林、殆不漏天日 皆千年外物、空気亦極清爽、夏日避暑尤佳。余、欲新設別墅、乃命匠建築之 夜八時帰家。
　九月十三日に、花蹊の一行は川越街道の白子に赴いている。十一時に
亀屋という名の旅亭に着き、その庭には池があり、一条の滝があり、水はきれいで氷のようであるという。
　亀屋で昼食をとったのち、また車に乗り東北に十五町、すなわち約一
キロ半強行 吹上観音堂に到着。そこは眺望が大変よく、墨田川に浮かぶ白帆がみな眼下によく見える、と記して る 隅蛇（田）とあるのは、隅田川の上流にあたる荒川のことと考えられる。車を廻して豊田氏に帰るとあり、これは前日に同じ一行が訪れた石神井村の豊田氏である
（（
（
。
　白子は湧水で知られる地である。花蹊一行が赴いた日の天候は「晴」 、
気温は「熱甚」とあり残暑厳しい一日であり、清冷な水 心地よい安堵
『跡見花蹊日記』からみる白子
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感を抱いている様子がうかがえる。ここに出てくる亀屋は、後年の和光市史掲載の、 大正末から昭和初年ころの白子宿の復原図で確認できる （図参照
（（
（
） 。人々の記憶にもとづいて復原したとある図で、ここにみえる川越
街道は旧川越街道になる。この街道沿いの郵便局をすぎ東北方向に曲がった通りに「旅館
カメヤ」がある。いまも水の豊富な熊野神社の方へ上
る角に位置している。 『和光市史』には、 「近世の紀行文にもしばしば登場す 「亀屋」は当時まだ健在であり、大きな構えを示していた。 」とある
（（
（
。この亀屋が、のちの白子校地のすぐ下に位置するのである。
　九月十三日の日記に戻ると、その末尾には吹上観音堂のことが記され
ている。亀屋から東上線をこえ 一キロ半強東北に行ったところに吹上
観音がある。そこは檜樹が鬱蒼とした林であり、殆ど陽ざしが漏れず、空気がとても清爽で 夏の避暑に尤も佳いという。そして「余 欲新設別墅、乃命匠建築之。 」と記している である。花蹊は此の地が気に入り、別荘を新設したいと思い、建築を命じている。明治十九年九月、花蹊はのちの白子校地から二キロにも満たないこ 地が気に入り、避暑別荘の建築を命じた とになる。
　吹上観音は、現在も和光市新倉に現存
する。 『新編武蔵風土記稿』には、 「吹上観音堂 　境内一町四方許、年貢 、吹上にある故にこの号あり、本堂八間四面東向なり、 を安す」とあり、行基菩薩の手に る観音像であるこ を記す
（（
（
。論
者は夏の一日、実際に白子宿から吹上観
「図表Ⅰ― 69　大正末・昭和初年の白子宿」
『和光市史　民族編』（和光市　昭和 58 年）271 頁
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音を訪ねてみた。 通りから階段を上ると樹齢の高い木に覆われた高台は、緑陰に憩い、大変見晴らしがよい。高層ビルが林立する現在では、さすがに眼下 荒川は見えないが、位置からすれば近い距離である。 『北足立郡誌』の「吹上観音」の項には、次の うにある
（（6
（
。
　　
 白子村大字下新倉字吹上の東方に突出したる丘陵に在り。境内八百二坪。荒川の清流に臨み眼下に広漠たる田野を眺め、川越街道其の間を縫ひ、風景絶佳にして閑雅優勝の地 り。
　大正十三年発行の地誌に「荒川の清流に臨み」と記されており、この
当時、まだ荒川を眼下に臨む「風景絶佳」の地であったことが知られる。明治十九年当時の眺望が推察される。九月十三日の日記に記される別荘がどのようなものであったのか、その詳細を探ることを試みているが、現段階では学園所蔵資料からも、和光市に関する資料からも、それは確認できなかった。白子の別荘 所有 実態に関する関連資料が、今後発見されることを期待する。
　明治十九年は、花蹊四十七歳。白子の地は、中猿楽町時代の花蹊が郊
外の避暑地として大変気に入っていた土地であった。白子校地は花蹊とって見知らぬ土地 は い。も とも 大正十三年 日記記述で かつての白子別荘のこ に言及されず、明治十九年九月に現地に赴いたことにもふれられていない。かつて行った吹上観音 こともみえず、れるのは晩年 花蹊が信仰した日蓮上人ゆかりの寺のみである。大正十
三年は花蹊八十五歳。明治二十一年一月八日に小石川柳町校舎の開校式がおこなわれ跡見女学校は学校として本格的に始動することになる だが、学校の発展期にあたるこの三十八年の歳月と白子の地の関係は、どうであったのか。そ を考察する が、次の課題である。注（１）
 『跡見女学校五十年史』 （跡見女学校 　大正十四年四月） 、 『跡見開学百年』
（跡見学園 　昭和五〇年十月） 、 『跡見学園
―
一三〇年の伝統と創造』 （学校法人
　跡見学園 　平成十七年十一月） 。
（２）
 嶋田英誠学長ホームページ「学長室からの花便り」第
81便（平成十七年八月
二十二日） 「歴史散歩（
15） 」 「川越街道（その４）白子宿」 。
（３）
 『跡見花蹊日記』第一巻〜第四巻（学校法人 　跡見学園 　平成十七年十二月） 、 『跡見花蹊日記』別巻 学校法人 　跡見学園 　平成十九年三月） 。
（４）
 『花の雫』 （跡見李子編・発行 　昭和三年一月）による。
（５）
 注（１） 『跡見女学校五十年史』 。
（６）
 飯野保「白子農園について」 『汲泉』第十三号（昭和三十八年十一月） 。
（７）
 跡見学園女子大学花蹊記念資料館所蔵『跡見女学校概況一覧』 。
（８）
 飯野保「不言亭について」 『汲泉』 （昭和四十八年十月） 。
（９）
 注（２）解説に、 「白子農地の売却計画」の図面が掲載されており、昭和三
十七年六月に跡見学園が埼玉県知事より白子校地の一部買収について協力を求められ、同年十二月の理事会および評議員会に白子 地を手放すことが決議されたとある。注（
１） 『跡見学園
―
一三〇年の伝統と創造』 「大学の揺籃期
とその基礎」の「新座校地の由来」も、六月十五日に土地買収が求められ、十二月二十日に供出 決議をしたことを記し、さらに戦後農地解放の対象となって三九九三坪ほどになっていた校地が昭和三十八年三月、白子の地一万四
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五平方メートルのうち第一次処分として一六五〇平方メートルが公用供出され、 この年のうちに第二次処分三三〇〇平方メートル、 第三次処分八二五〇平方メートルが道路提供のために農地を失った地元の人々に提供売却されたと記す。
（
10） 『新編武蔵風土記稿』第七巻（雄山閣 　平成八年）の「巻之百三十四 　新座郡之六」 。
（
11） 『和光市史 　民俗編』 （和光市 　昭和五八年）二六六〜二六七頁。
（
12） 日記本文には、次のように記されている。

 （九月）十一日 　土曜 　晴。

 　朝五時夢破。宕陽書至。家厳、雲外来宿焉。

 （九月）十二日 　日曜 　晴。熱甚。

 　
 朝四時夢破。暴雨少焉而晴。五時命車、同
 家厳、花海、茗橋、雲外、赴
練間（馬
（村勝五郎宅、訪栄児。既而又過石神井村豊田氏。途上、暁風颯
、四
面秋色、田園帯黄、草花盛開。九時、達于豊田氏。一家喜悦。午下、詣長命寺。有大施
饑
（餓
（鬼法会。村人蝟集。少憩茶亭而帰。此夜仲秋、月色殊清
朗。設 　几床 　于 中、各賦詩詠歌 泰児等作田楽戯、又妙。夜深、各就枕。
（
13） 注（
11）文献の二七一頁 　図表Ⅰ
―
69「大正末・昭和初年の白子宿」 。同書
本文には、 「宿場としての様相をなお少しは残していた大正末から昭和初年ころの白子宿の姿を人々の記憶に基づいて復原してみよう。 」とあり、当時を知る人々 記憶 よる復原図である。なお、この図は注（２） 「学長室からの花便り」第
81便にも掲載されている。
（
14） 注（
11）文献の二七〇頁。
（
15） 注（
10）に同じ。
（
16） 『北足立郡誌』 （北足立郡役所 　大正十三年） 。
［附記］

本稿の執筆に際し、和光市役所生涯学習課のお世話になった。また、学園所
蔵資料の閲覧にあたり、跡見花蹊記念資料館ならびに同館学芸員渡辺泉氏にお世話になり、所蔵資料について貴重なご教示を賜った。なお、本文中に述べたように、 跡見学園一三〇年史編集委員会の泉雅博教授・神野藤昭夫教授、 花蹊日記編集委員会座長岩田秀行教授には、それぞれの補助業務を通じてご配慮を賜っ 。ご芳情に心より感謝申し上げる。
